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「
イ
ラ
ク
作
戦
の
米
艦
に
給
油
」
と
の
米
軍
揚
陸
艦
ジ
ュ
ノ
ー
の
元
艦
長
の
証
言
に
関
す
る
質
問
主
意
書

二
〇
〇
七
年
九
月
二
十
二
日
付
朝
日
新
聞
（
夕
刊
一
面
）
に
よ
れ
ば
、
米
空
母
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
の
ロ
ナ
ル
ド
・
ホ
ー
ト

ン
艦
長
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
と
し
て
、
「
艦
長
は
〇
五
年
当
時
、
佐
世
保
基
地
に
所
属
す
る
米
軍
揚
陸
艦
ジ
ュ
ノ
ー
の
艦
長

と
し
て
ペ
ル
シ
ャ
湾
周
辺
に
展
開
。
『
当
時
は
、
い
ま
よ
り
も
頻
繁
に
海
自
の
補
給
艦
か
ら
給
油
を
受
け
た
。
日
本
の
貢
献
は

絶
大
だ
っ
た
』
と
述
べ
た
。
艦
長
の
説
明
や
米
海
軍
の
資
料
に
よ
る
と
、
ジ
ュ
ノ
ー
は
〇
五
年
当
時
、
イ
ラ
ク
の
自
由
作
戦

（
Ｏ
Ｉ
Ｆ
）
の
一
環
と
し
て
、
沖
縄
に
駐
留
す
る
海
兵
隊
を
イ
ラ
ク
国
内
に
投
入
す
る
た
め
ペ
ル
シ
ャ
湾
北
部
に
派
遣
。
こ
の

間
、
イ
ン
ド
洋
の
ア
デ
ン
湾
な
ど
で
海
自
の
補
給
艦
か
ら
三
回
に
わ
た
っ
て
燃
料
、
食
料
の
補
給
を
受
け
た
と
い
う
。
」
と
い

う
記
事
を
掲
載
し
た
。
よ
っ
て
以
下
質
問
す
る
。

一

海
自
の
補
給
艦
が
、
米
軍
揚
陸
艦
ジ
ュ
ノ
ー
に
対
し
、
イ
ン
ド
洋
の
ア
デ
ン
湾
な
ど
で
三
回
に
わ
た
っ
て
燃
料
、
食
料
の

補
給
を
し
た
と
い
う
の
は
事
実
か
。

二

〇
五
年
当
時
、
米
軍
揚
陸
艦
ジ
ュ
ノ
ー
が
「
イ
ラ
ク
の
自
由
作
戦
」
（
Ｏ
Ｉ
Ｆ
）
に
従
事
し
て
い
た
こ
と
を
政
府
は
認
識

し
て
い
た
か
。
そ
れ
と
も
「
不
朽
の
自
由
作
戦
の
海
上
阻
止
行
動
」
（
Ｏ
Ｅ
Ｆ－

Ｍ
Ｉ
Ｏ
）
に
従
事
し
て
い
た
と
確
認
し
て

給
油
し
た
の
か
。

一



三

こ
の
よ
う
に
、
具
体
的
に
問
題
点
や
疑
惑
が
指
摘
さ
れ
た
場
合
に
は
、
軍
事
上
の
機
密
等
を
理
由
に
答
弁
を
拒
む
の
で
な

く
、
早
急
に
米
国
政
府
ま
た
は
米
軍
に
事
実
関
係
を
問
い
た
だ
し
、
そ
の
結
果
を
明
ら
か
に
し
、
国
民
の
疑
念
を
払
拭
す
べ

き
で
は
な
い
か
。
米
国
の
回
答
如
何
。

右
質
問
す
る
。

二


